
　会　場：沼津工業高等専門学校　第２体育館

主管校　　鳥羽商船高等専門学校

担当校　　沼津工業高等専門学校

第６４回

東海地区国立高等専門学校

体育大会プログラム

空 手 道 競 技

　日　時：令和８年６月２８日（日）　開会式　　９：３０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　競技開始　１０：００



 

会 長 挨 拶 

 

第６４回東海地区国立高等専門学校体育大会  

 会 長  三 村  治 夫  

（鳥羽商船高等専門学校長） 

 

 

 

 

 

第６４回東海地区国立高等専門学校体育大会（以下、「体育大会」）の主管校として、鳥

羽商船高等専門学校（以下、「鳥羽商船」）の教職員を代表して、ご挨拶を申し上げます。 

振り返ると、第 1回体育大会は昭和３８年に豊田高専で開催されました。以来、この体

育大会は回を重ね、本年度（令和８年度）で第６４回を迎えることとなりました。 

地球温暖化による大気温上昇によって、競技中の熱中症対策が必要となっています。室

内競技では、体育館の冷房が不可欠な状況です。加えて国際紛争でホルムズ海峡が封鎖さ

れ、原油の輸入が滞った状態が継続しています。地球環境の変化と原油価格高騰の影響は

体育大会にも波及し、運営費を押し上げています。経費削減は言うに及びませんが、競技

中の事故につながる恐れもあるので、東海地区の国立高等専門学校５校は、安全かつ効率

的な体育大会の運営の在り方について協議と検討を重ねています。 

鳥羽商船は自然豊かな伊勢志摩国立公園に位置しています。伊勢志摩国立公園は令和８

年に指定８０周年となりました。令和８年４月２６日、独立行政法人海技教育機構練習船

「日本丸」が鳥羽港に寄港し、歓迎式典ならびに関係各位および小中学生を対象とした体

験乗船が行われました。鳥羽商船と鳥羽の海、そして帆船の魅力を身近に感じることがで

きました。 

古くは「美し国（うましくに）」と呼ばれた三重県の誕生１５０周年記念式典に招待さ

れたスポーツ選手が、「試合とは答え合わせのようなもの」と発話された言葉が、筆者に

とって印象深く心に残っています。体育大会の各種競技に参加する学生の皆さんも、日々

多様な練習を積み重ねてこの日を迎えていると思います。優勝を目指して試合を行う過程

で、これまで積み重ねた練習の答え合わせをしてみるのも良いのではないでしょうか。 

最後になりますが、皆さんが体調管理をしっかり行い、充実した体育大会となることを

心より願っています。 



会　長 鳥羽商船高等専門学校長 三村　治夫

副会長 豊田工業高等専門学校長 阿波賀　邦夫

沼津工業高等専門学校長 山田 光太郎

鈴鹿工業高等専門学校長 藤本　愼司

岐阜工業高等専門学校長 大塚　友彦

鳥羽商船高等専門学校　学生主事 出江　幸重

鳥羽商船高等専門学校　教務主事 北原　司

委　員 豊田工業高等専門学校　学生主事 早坂　太一

豊田工業高等専門学校　体育主任 加藤　貴英

豊田工業高等専門学校　事務部長 深尾　直樹

沼津工業高等専門学校　学生主事 芳賀 多美子

沼津工業高等専門学校　体育主任 佐藤 誠

沼津工業高等専門学校　事務部長 塚本　剛生

鈴鹿工業高等専門学校　学生主事 大貫　洋介

鈴鹿工業高等専門学校　体育主任 宝来　毅

鈴鹿工業高等専門学校　事務部長 鷹野　雅一

岐阜工業高等専門学校　学生主事 水野　和憲

岐阜工業高等専門学校　体育主任 麻草　淳

岐阜工業高等専門学校　事務部長 竹内　美佐子

鳥羽商船高等専門学校　体育主任 山田　英生

鳥羽商船高等専門学校　事務部長 喜井　健二

鳥羽商船高等専門学校　学生課長 松浦　克行

鳥羽商船高等専門学校　総務課長 大原　真樹

参　与 豊田工業高等専門学校　教務主事 川西　直樹

沼津工業高等専門学校　教務主事 芹澤　弘秀

鈴鹿工業高等専門学校　教務主事 田添　丈博

岐阜工業高等専門学校　教務主事 柴田　良一

大　会　役　員



一．開式のことば

一．優勝杯返還

一．競技委員長挨拶

一．選手宣誓

一．競技上の諸注意

一．閉式のことば

一．開式のことば

一．成績発表

一．表彰

一．講評

一．競技委員長挨拶

一．閉式のことば

閉　会　式　次　第

選手団・役員　整列

開　会　式　次　第

選手団・役員　整列



空  手  道  競  技  要  項  
 
期  日  令和８年６月２８日（日） 

 

会  場  沼津工業高等専門学校 第二体育館 

 

住  所  沼津市大岡 3600 電話：055-926-5734 

 

開会式   9 時 30 分   競技開始時刻  10 時 00 分 

 

閉会式   競技終了後 

 

競技規則   (財)全日本空手道連盟制定の競技規定・審判規定（ジュニアルール）に準じて行い、運

用については東海地区高専体育大会空手道競技の申し合わせ事項による。 

 

危険防止   組手競技においては、危険防止のため以下の安全具を各自で用意し着装すること。 

全空連、学連、高体連公認品であることが望ましい。 

(1)拳サポーター 

(2)メンホー、フェイスシールド 

(3)ボディプロテクター 

(4)インステップガード・シンガード 

(5)[男子のみ]ファウルカップ 

 

審判員    (財)全日本空手道連盟公認審判員および大会主催校が要請した審判員とする。 

   大会前もしくは大会当日に審判講習会を行う。審判講習会も大会の一部とする。 

 

練習日    大会前日 15 時 00 分より 

 

競技種目 

 

１．団体形 

(1)各校２チームを上限とし、１チームの人員は監督 1名、コーチ 1名、マネージャー1

名、選手 5 名以内、計 8名以内とする。ただし、選手が 3名に満たない場合は登録で

きない。 

(2)競技は得点制とする。 

(3)全空連基本形、指定形、競技形リストのいずれかの形を演武すること。 

 

２．団体組手 

(1)各校 1チームを上限とし、チーム人員は監督 1名、コーチ 1名、マネージャー1名、選

手 7名以内、 

(2)競技は勝者数法で行い、リーグ戦で行う。 

(3)リーグ戦の結果、勝率が同一の場合は勝試合の勝者数の多いチームを上位とする。ま

た、勝者数が同数の場合は、全試合を通じて勝者数の多いチームを上位チームとする。 

(4)試合時間は、1分 30秒のフルタイムで行う。 

(5)安全上の観点から、女子選手の出場は認めない。 

 

３．男子個人形 

(1)各校出場人員は監督 1名、選手 4名以内とする。 

(2)競技はトーナメント戦で行う。 

(3)準々決勝までは、全空連基本形、指定形リストのいずれかの形を演武すること。 

準々決勝以降は、準々決勝までに使用していない全空連基本形、指定形、競技形リス

トのいずれかの形を演武すること。  



４．女子個人形 

(1)各校出場人員は監督 1名、選手 3名以内とする。 

(2)競技はトーナメント戦で行う。 

(3)準々決勝までは、全空連基本形、指定形リストのいずれかの形を演武すること。 

準々決勝以降は、準々決勝までに使用していない全空連基本形、指定形、競技形リス

トのいずれかの形を演武すること。 

 

５．男子個人組手 

(1)各校出場人員は監督 1名、選手 5名以内とする。 

(2)競技はトーナメント戦で行う。 

(3)試合時間は、2分のフルタイムで行う。 

 

６．女子個人組手 

(1)各校出場人員は監督 1名、選手 2名以内とする。 

(2)競技はトーナメント戦で行う。 

(3)試合時間は、1分 30秒のフルタイムで行う。 

表彰 

(1) 総合の部 

団体種目の成績を得点制とし、団体組手は１位１０点、２位８点、３位６点、４位４

点、５位２点、団体形は１位５点、２位４点、３位３点、４位２点、5位１点、6位以下

０点を与える。最多得点校を優勝とし、同点の場合は団体組手の高得点校を上位とする。

1位の学校に優勝杯及び賞状を授与する。 

(2) 団体の部 

団体種目の１位の学校に優勝杯及び賞状を授与する。 

(3) 個人の部 

個人種目の３位までの入賞者に賞状を授与する。 



競技委員長 沼津工業高等専門学校教務主事　芹澤 弘秀
会場責任者 矢入 聡
審判長 齋藤　潤
審判員

補助員 沼津工業高等専門学校学生

団体の部（組手の部）

鈴鹿工業高等専門学校 岐阜工業高等専門学校

監督 監督

コーチ コーチ

マネージャー マネージャー

番号 主将 氏名 学年 段位 番号 主将 氏名 学年 段位

1 主将 五藤　翔 4 初 1 主将 森岡　秀哉 5 初

2 下坂　光 4 弐 2 原田　聡成 4 初

3 藤川　渓 3 3 石垣　昇吾 4

4 柳生　陸翔 3 初 4 松並　琉斗 4 初

5 加藤　貴則 3 5 武仲　孝太 3 初

6 6 西垣　怜武 3 初

7 7 若原　奨馬 1

団体の部（形の部）

鈴鹿工業高等専門学校　　A 鈴鹿工業高等専門学校　　B

監督 監督

コーチ 日々野　浩一 コーチ 日々野　浩一

マネージャー 日々野　浩生 マネージャー 日々野　浩生

番号 主将 氏名 学年 段位 番号 主将 氏名 学年 段位

1 松浦　杏実 5 初 1 藤川　渓 3

2 渋谷　菜々美 4 初 2 澤井　佑人 3

3 宇野　翔太 2 初 3 笠野　哲平 3

4 4

5 5

沼津工業高等専門学校 岐阜工業高等専門学校

監督 金子　裕哉 監督 飯田　民夫

コーチ 小倉　将也 コーチ 菅原　健介

マネージャー マネージャー

番号 主将 氏名 学年 段位 番号 主将 氏名 学年 段位

1 主将 木内　大 4 2 1 主将 原田　聡成 4 初

2 髙畑　香澄 3 初 2 武仲　孝太 3 初

3 星川　千景 3 初 3 西垣　怜武 3 初

4 4

5 5

丹波　之宏、鬼頭　みずき 丹波　之宏、鬼頭　みずき

競技役員

選手名

丹波　之宏

日々野　浩一

日々野　浩生

飯田　民夫

菅原　健介

柴川　達也、小沢　淳、近藤　千宏、野中　達矢、堀尾　雅之、山下
和信、村松　清隆、石川　紘之、小松　拓也、石井　稔大、平田　洲
五、神谷　隆葵、山内　新大



個人の部（組手の部・男子）

鈴鹿工業高等専門学校 豊田工業高等専門学校

監督 丹波　之宏、鬼頭　みずき 監督 河野　伊知郎

番号 氏名 学年 段位 番号 氏名 学年 段位

1 五藤　翔 4 初 1 今津　僚介 1 弐

2 柳生　陸翔 3 初 2

3 加藤　貴則 3 3

4 小山　悠斗 1 4

5 宇野　翔太 2 初 5

沼津工業高等専門学校 岐阜工業高等専門学校

監督 金子 裕哉 監督 飯田　民夫

番号 氏名 学年 段位 番号 氏名 学年 段位

1 木内　大 4 弐 1 松並　琉斗 4 初

2 2 西垣　怜武 3 初

3 3 武仲　孝太 3 初

4 4 石垣　昇吾 4

5 5 若原　奨馬 1

個人の部（組手の部・女子）

鈴鹿工業高等専門学校 豊田工業高等専門学校

監督 丹波　之宏、鬼頭　みずき 監督 河野　伊知郎

番号 氏名 学年 段位 番号 氏名 学年 段位

1 熱尾　彩乃 4 初 1 深尾　菜緒 4 三

2 伊藤　瑠奈 1 初 2

3 3

沼津工業高等専門学校

監督 金子 裕哉

番号 氏名 学年 段位

1 髙畑　香澄 3 初

2 星川　千景 3 初

3



個人の部（形の部・男子）

鈴鹿工業高等専門学校 豊田工業高等専門学校
監督 丹波　之宏、鬼頭　みずき 監督 河野　伊知郎

番号 氏名 学年 段位 番号 氏名 学年 段位
1 藤川　渓 3 1 今津　僚介 1 弐
2 樋口　蒼逢 3 2 中村　乙稀 1
3 宇野　翔太 2 初 3
4 水野　翔俐 2 4
5 5

沼津工業高等専門学校 岐阜工業高等専門学校
監督 矢入 聡 監督 飯田　民夫

番号 氏名 学年 段位 番号 氏名 学年 段位
1 木内　大 4 弐 1 原田　聡成 4 初
2 小川　隼汰 2 弐 2 西垣　怜武 3 初
3 3 武仲　孝太 3 初
4 4 森岡　秀哉 5 初
5 5

個人の部（形の部・女子）

鈴鹿工業高等専門学校 豊田工業高等専門学校
監督 丹波　之宏、鬼頭　みずき 監督 河野　伊知郎

番号 氏名 学年 段位 番号 氏名 学年 段位
1 松浦　杏実 5 初 1 深尾　菜緒 4 三
2 渋谷　菜々美 4 初 2
3 伊藤　瑠奈 1 初 3
4 4
5 5



団体形の部

団体組手の部

－

空   手   道   組   合   せ

競技開始時刻 6月28日10時00分

演武順 学校名 型名 得点 順位

1 鈴鹿B

2 沼津

3 岐阜

4 鈴鹿A

1コート

 学校名 岐阜 鈴鹿 勝敗  順位

鈴鹿

岐阜

第１試合 岐阜 鈴鹿



男子個人形の部

Ａ＝
Ｂ＝
Ｃ＝
Ｄ＝

a

樋口　蒼逢 鈴鹿2

中村　乙稀 豊田2

小川　隼汰 沼津2

今津　僚介 豊田1

aの敗者

武仲　孝太 岐阜3

鈴鹿
ｂの敗者

岐阜

木内　大 沼津1

豊田
３位決定戦

沼津

b

宇野　翔太 鈴鹿3

鈴鹿4

岐阜4

藤川　渓 鈴鹿1

西垣　怜武 岐阜2

岐阜1原田　聡成

水野　翔俐

森岡　秀哉



女子個人形の部

Ａ＝
Ｂ＝
Ｃ＝
Ｄ＝

鈴鹿3

鈴鹿2

鈴鹿1

aの敗者

a

伊藤　瑠奈

渋谷　菜々美

b

松浦　杏実

深尾　菜緒 豊田1

豊田 ３位決定戦沼津
鈴鹿 ｂの敗者岐阜



男子個人組手の部

Ａ＝
Ｂ＝
Ｃ＝
Ｄ＝

武仲　孝太

柳生　陸翔

今津　僚介

松並　琉斗

木内　大

岐阜1

岐阜3

鈴鹿2

沼津1

若原　奨馬

小山　悠斗

鈴鹿3

岐阜2

鈴鹿5

岐阜4

豊田1

鈴鹿1

岐阜5

鈴鹿4

石垣　昇吾

aの敗者

a

豊田
３位決定戦

沼津

加藤　貴則

西垣　怜武

宇野　翔太

五藤　翔

b

鈴鹿
ｂの敗者

岐阜



女子個人組手の部

Ａ＝
Ｂ＝
Ｃ＝
Ｄ＝

沼津1

鈴鹿1

豊田1

鈴鹿2

沼津2

鈴鹿
ｂの敗者

岐阜

髙畑　香澄

深尾　菜緒

aの敗者

豊田
３位決定戦

沼津

b

a 伊藤　瑠奈

星川　千景

熱尾　彩乃



　大会参加に際して提供される個人情報は，本大会活動に利用するものと

し，これ以外の目的に利用することはありません。

　大会出場者で，ホームページ，報道等に，個人名を公表して欲しくない

者は，学校を通して大会事務局に申し出てください。事前に申し出のない

場合は，公表します。

【問合せ】救急協力医テレホンサービス：055-958-0119

　※協力医は変更になる場合がありますので、事前に電話で確認してください。

診療区分 病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

内科・小児科・外科 沼津夜間救急医療センター 沼津市日の出町1-15 055-926-8699 18時～翌朝7時

沼津市大岡３５３ 055-962-1084 8時～18時

裾野市佐野７１３ 055-992-0008 8時～18時

055-989-8111

個人情報及び肖像権に関する取扱いについて

第６４回東海地区国立高等専門学校体育大会

救　　急　　病　　院

６月２８日（日）

診療区分 病　院　名 住　所 電話番号 受付時間

8時～18時山本整形外科・循環器科 長泉町南一色４２５－１

内科

裾野赤十字病院

森岡医院

山本整形外科・循環器科 長泉町南一色４２５－１ 055-989-8111 8時～18時

夜間

8時～18時
外科

東医院 沼津市高沢町６－８ 055-921-5520



【高専アクセス】

●JR下土狩駅より徒歩約20分
●東名高速道路沼津インターチェンジより車で約5分
●新東名高速道路長泉沼津インターチェンジより車で約5分

第６４回東海地区国立高等専門学校体育大会　空手道競技会場

●JR三島駅北口よりタクシーにて約10分
●JR沼津駅南口より富士急シティバス マーレ沼津工場前下車、徒歩約10分


